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を得る・ここに，p＝〝／入である・   

次に（0，r］における延べの在庫量β（Q，Qo）を求める  

と   

β（Q，Q。）＝響（1－e一入γ）－≡r（5）  

となる．よって，単位在庫の単位時間当り在庫維持管理  

費用をcl，1回当り発注費用をc2とすると，単位時間  

当り総利益は次式で与えられる．  

1． はじめに  

筆者等は小売業において，「在庫量が多い程良く売れ，  

少なくなるとあまり売れなくなる」という性質を持つ商  

品に対する経済的発注量を提案している【1ト本研究で  

は，単位時間当たり総利益を最大にするPOQ（Pro飢a－  

bleOrderQuantity）を求めるためのモデルを提案する・   

2． モデル  

本研究では以下の場合を考える．（1）商品の需要は  

確定的であるが，在庫量が多い程良く売れ，在庫が少な  

くなるとあまり売れなくなる．（2）バックルー ム在庫は  

認めず，最大在庫量の上限Quを制約として与える・（3）  

在庫水準がQoとなった時点でQ一々oを発注する・従っ  

て，最大在庫量をQとすることとなり，0≦Qo＜Q  

である．（4）リードタイムは0であり，入庫速度は無限  

大とする．ただし，時刻fにおける累積需要量m（f）は  

次式を満足すると仮定する．  

m′（り＝入【Q－m（り】＋〝  （1）   

式（1）は，時刻fにおける需要速度（単位時間当り需要  

量）が，現在の在庫量に比例する部分（比例定数入＞0）  

と定数（十定の需要量〝）とからなることを意味してい  

る．   

初期条件をm（0）＝0として，式（1）の微分方程式を  

解くと次式を得る．  

m（り＝（Q・芸）（1イ入り  （2）  

よって，時刻fにおける在庫量をA（りとすると   

A（f）＝ Q－m（り＝（Q＋貿）e一入t一覧 （3）  

となる．   

以下では，単位時間当り総利益を導出する．   

初めに在庫量がQoとなるまでに要する時間rを求め  

ると  

αm（T）－Clβ（Q）－C2  
P（¢，Qo）  

r  

（α入－Cl）（Q－Qo）－C2入  
＋cl／）（6）  

1n（Q＋β）－1n（Qo＋β）  

ここに，αは単位商品当りの粗利益を表す．   

3。最適な最大在庫  

ここでは，最大在庫量Qに対する上限Qひを無視し  

た上で，発注点々oを与えたときに，P（Q，Qo）を最大  

にするQ＝Q＊について解析を行った結果を以下にま  

とめる．β≡α入－Clとおいて，β＜0，β＝0，  

β＞0のそれぞれの場合を考えることとする・  

（1）β＜0のとき，有限のQ＊（＞Qo）が存在する・  

これをQ＊＝gl（Qo）と書くこととすると，単位  

時間当たり総利益は次式で与えられる．  

P（Q＊，Qo）＝（α入－Cl）ぶ1（Qo）＋α入β （7）   

（2）β＝0のとき，最適解はQ＊＝＋ふであり，単  

位時間当たり総利益は次式で与えられる．  

（8）  P（Q＊，Qo）＝Cl／）＝α入β   

（3）β＞0のとき，最適解はQ＊＝＋∞であり，単  

位時間当り総利益は  

（9）   P（Q＊，Qo）＝＋∞   

で与えられる．  
r＝1n  

（4）  
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4．最適な発注点  

ここではQを与えたときの，式（6）の単位時間当た  

り総利益を最大にする発注点Q岩を求める・   

β＜0のとき，∂P（Q，Qo）／∂Qo≧0は  

（Qo・β）1n－（Q－Qo）≧一 
（10）  

に等価である．   

また，β＞0のとき，∂P（Q，Qo）／∂Qo≧0は  

（Qo＋小－（…0）≦一（11）  

に等価である．   

なお，式（10）あるいは式（11）の左辺を⊥（QoIQ）と  

おく．   

β＜0，β＝0，β＞0のそれぞれの場合について  

の解析結果を以下にまとめる．   

（1）β＜0の場合，P（Q，Qo）を最大にするQoはQ岩  

＝0であり，単位時間当たり総利益は  

5．最適政策  

最大在庫量Qに対する上限Quを考慮すると，3．，  

4・の解析結果より，最適政策（Q＊＊，Q岩＊）は以下のように  

なる．  

（1）β＜0のとき，Q岩＊＝0であり，．Q＊＊は次式で  

与えられる．  

Q＊＊＝〈諾ア），芸‡3；≡冨： （16）  

このときの単位時間当たり総利益は式（7），式（12）  

より  

P（Q＊＊，Q岩＊）  

（α入－Cl）仇（0）◆＋α入β，ぶ1（0）≦Qぴ  
（ 
㌫㍍紅だ＋clβ，gl（0）＞Qu  

（17）  

で与えられる．   

（2）β＝0のとき，最適政策は（Q＊＊，Q岩＊）＝（Qu，0）  

である．このときの単位時間当たり総利益は  

C2入  
P（Q＊＊，Q岩＊）＝一   （αÅ－Cl）¢－C2Å  ＋cl／）（18）  

P（Q，Q岩）＝   1n（Qぴ＋β）－1nβ  ＋clp （12）  
1n（Q＋β）－1nβ  

で与えられる．  

（3）β＞0‘のとき，最適政策は以下のようになる．   

（a）現0！Qu）＜一撃の場合・  

この場合，最適政策は（Q＊＊，Q岩＊）＝（恥，  

β2（－Q〃））である．このときの単位時間当り総  

利益は  

P（¢＊＊，Q岩＊）＝（α入－Cl）β2（Qu）＋α入β  

（19）  

で与えられる．  

・（b）現0旧u）＜一撃の場合・  

この場合，最適政策は（¢＊＊，Q岩＊）＝（¢〝，0）  

である．このときの単位時間当り総利益は  

で与えられる．   

（2）β＝0の場合，P（Q，Qo）を最大にするQoはQ岩  

＝0である．よって，単位時間当たり総利益は  

C2入  

P（Q，Q岩）＝－   ＋cl／）（13）  
1n（Q＋β）－1n／）  

となる．   

（3）β＞0の場合，P（Q，Qo）を最大にするQoは以  

下のようになる．  

（a）現OIQ）＝β1n禦－Q＜一撃の場合・  

このとき，正のQ岩（＜Q）が存在する・この  

Q岩を52（Q）と書くこととすると，単位時間  

当たり総利益P（Q，Q岩）は  

P（Q，Q岩）＝（α入－Cl）g2（Q）＋α入β（14）   

で与えられる．  

（b）上州¢）＝β1n讐一々≧・一撃の場合・  

このとき，P（Q，Qo）を最大にするQoはQ岩  

＝0であり，単位時間当たり総利益は  

（α入－Cl）Qu－C2入  
P（Q＊＊，Q岩＊）＝   ＋cl／）  

（20）  

ln（Qぴ＋β）－1nβ  

で与えられる．  

なお，紙数の都合上，数値例は当日発表させて頂く．  
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（α入－Cl）¢－C2入  
P（Q，Q岩）＝   ＋clβ（15）  

1n（Q＋β）－1n／）   

で与えられる．  
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